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十
九
仙
紀
前
牛
期
は
，
猫
太
文
化
の
肱
維
巴
文
化
仙
界
へ
の
目
齪
し
き
進
出
と
、
そ
れ
に
作
ふ
叩
文
化
の
特
異
な
る
融
合
に

於
て
、
極
め
て
著
し
き
文
化
現
象
を
腱
開
し
た
。
尤
も
こ
の
文
化
現
象
ゆ
史
的
な
表
に
就
て
は
、
若
干
の
否
定
的
見
解
か
行
は

れ
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
共
等
は
多
く
侃
見
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
、
若
く
は
傾
向
的
な
思
想
を
背
蹴
と
す
る
‐
も
の
に

近
世
鋤
辿
独
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
一
・

近
世
猫
逸
猶
太
族
さ

七六五四三二一
・ 刀 、 ､ ､ ､ ､

ハ
イ
ネ
と
ポ
リ
テ
ィ
ー
ヶ

ハ
イ
ネ
と
ヘ
レ
ニ
ス
ム
ス

結
論

序
論
ハ
イ
ネ
と
「
青
年
パ
レ
ス
チ
ナ
」

ハ
イ
ネ
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

改
宗
問
題

ｌ
ハ
イ
ネ
の
猫
太
思
想
を
中
心
と
し
て
Ｉ

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ

服

部

折
ロ

郎

－



！

近
世
蝿
迩
洞
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
二

限
ら
れ
て
ゐ
た
。
①
著
名
な
ろ
近
柵
猫
太
躯
家
ド
ゥ
プ
ノ
フ
ｅ
号
二
つ
３
は
こ
の
文
化
融
合
の
史
的
意
義
に
就
て
次
の
如
く

述
べ
て
ゐ
る
。
「
猫
太
文
化
の
柵
逸
文
化
へ
の
接
近
は
、
前
考
葬
《
常
ま
し
め
、
そ
の
融
合
は
反
對
に
後
考
か
一
剛
か
に
し
た
。

こ
の
同
化
が
徹
底
的
に
途
行
せ
ら
れ
、
猫
太
文
化
が
全
く
そ
の
環
境
の
中
に
消
化
し
識
さ
れ
た
時
、
雨
文
化
の
化
合
柵
は
、

厘
糞
柵
逸
文
學
の
士
壌
の
上
に
約
燗
の
花
を
喚
か
し
め
た
。
蓋
し
猫
太
思
想
が
峨
羅
巴
思
想
の
中
に
溶
解
す
る
こ
と
に
依
っ

て
、
そ
こ
に
或
る
驚
く
べ
き
力
が
來
り
宿
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
と
つ
②

さ
て
、
斯
く
の
如
き
素
時
し
き
文
化
媒
介
の
覗
業
逹
成
の
た
め
に
猫
太
族
が
そ
の
交
學
的
陣
誉
よ
り
派
造
し
た
二
人
の
秀

で
た
る
選
士
が
あ
っ
た
。
即
ち
ハ
ィ
ン
リ
ッ
ヒ
。
ハ
イ
ネ
窟
の
言
亘
〕
国
呂
旦
と
必
ド
ヴ
＊
上
・
ペ
ル
ネ
（
胃
一
号
億
国
○
⑦
『
己
の
）

で
あ
る
。
「
共
に
反
動
の
時
代
に
生
き
、
共
に
環
境
の
岻
力
下
に
韮
将
教
へ
改
宗
し
た
が
、
而
も
胸
奥
深
き
所
に
於
て
は
、

結
局
猫
太
人
と
し
て
止
主
り
、
猫
太
の
劔
辛
振
堵
し
て
韮
仔
識
仙
界
に
怒
號
し
た
戦
士
達
、
そ
の
機
初
に
於
て
は
、
因
よ
り

そ
の
眞
叩
へ
の
術
動
に
於
て
、
そ
の
隠
蔽
曲
飾
に
對
す
る
愉
悪
に
於
て
、
將
又
そ
の
虚
偲
・
隷
厩
・
権
利
使
寄
・
人
間
鳩
殺

に
與
す
る
識
會
緒
川
の
侮
蔑
に
於
て
、
等
し
く
猫
太
的
な
ｈ
し
の
み
な
ら
ず
、
ハ
イ
ネ
よ
り
ペ
ル
ネ
に
一
肝
狸
く
現
は
れ
た

民
主
的
・
政
治
的
自
曲
の
感
怖
に
於
て
、
或
は
ペ
ル
ネ
よ
り
〈
イ
ネ
に
よ
ｈ
深
く
刻
ま
れ
て
ゐ
た
ス
ピ
ノ
ザ
的
分
析
的
糀
祁

に
於
て
、
共
に
猶
太
的
糀
祁
を
そ
の
本
源
と
し
て
ゐ
た
」
③
意
味
で
是
等
二
人
の
選
士
は
頗
る
そ
の
帆
を
一
に
す
る
も
の
と

云
へ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
．
吾
登
が
本
論
に
於
て
取
扱
は
ん
と
す
ろ
は
ペ
ル
ネ
に
非
ず
し
て
ハ
イ
ネ
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
特
に

ハ
イ
ネ
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か
。
行
は
れ
た
る
選
搾
に
就
て
は
二
言
の
輝
明
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
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先
づ
理
由
の
第
一
と
し
て
、
雨
者
の
史
的
地
位
の
類
似
性
が
決
し
て
直
ち
に
史
的
地
位
の
同
等
帷
牟
意
味
し
な
い
と
云
ふ

こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
直
怖
純
眞
な
ろ
ペ
ル
ネ
は
、
後
慨
か
聴
か
す
と
云
ふ
よ
り
肖
蟻
ろ

時
代
と
隼
死
を
共
に
し
た
類
の
人
物
で
、
從
っ
て
そ
の
時
代
に
及
ぼ
し
た
彩
響
は
（
就
中
政
治
的
活
動
の
分
野
に
於
て
）
、

決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
刊
庵
深
刻
多
面
な
る
ハ
イ
ネ
の
文
頭
的
天
分
に
乃
ぽ
か
、
易
の
艤
疋
性
と

も
云
ふ
べ
き
鮎
に
於
て
は
、
殆
ん
ど
そ
の
比
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
①
轆
三
に
ハ
イ
ネ
は
蕗
の
猫
犬
的
忰
格
の
張
麿
に

於
て
も
，
賀
は
遙
に
ペ
ル
ネ
を
凌
想
し
、
從
っ
て
そ
の
時
代
に
即
し
て
論
じ
て
も
、
前
者
の
方
が
一
脈
高
度
に
時
代
の
柵
逸

猫
太
族
を
代
表
し
得
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
か
上
る
事
怖
は
グ
レ
ェ
ッ
（
国
．
四
月
ｇ
辛
姶
め
フ
ィ
リ
ヅ
プ
ソ
ン
（
旨
・
国
早

与
冨
○
口
）
等
の
猫
太
史
家
の
夙
に
喝
破
し
た
所
で
、
就
中
、
前
者
は
そ
の
我
群
「
猫
大
岡
民
史
」
に
於
て
、
二
者
の
性
格
比

較
論
を
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。
「
若
し
今
へ
ル
ネ
の
魂
が
、
俗
曲
満
ら
を
砂
礫
の
上
ぞ
群
菱
上
流
れ
て
、
唯
、
暴
風
が

水
面
を
掻
き
乱
す
時
の
外
は
騒
ぎ
無
き
籏
明
左
泉
の
水
の
如
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
ハ
イ
ネ
の
魂
は
、
そ
の
水
面
に
陽
光
矛
戯

れ
し
め
、
虹
色
ぞ
姉
か
せ
つ
ｋ
、
而
も
一
度
近
寄
る
船
あ
ら
ぽ
忽
ち
荒
れ
狂
ふ
水
底
に
引
き
入
れ
、
若
し
も
そ
の
船
の
造
作

が
頑
丈
で
な
い
時
は
、
之
を
破
砕
し
去
る
様
な
渦
巻
く
水
流
に
も
似
て
ゐ
る
。
」
と
。
⑤

最
後
に
第
三
の
剛
山
と
し
て
、
ハ
イ
ネ
を
緤
る
氷
き
論
難
尭
畢
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
元
來
と
の
論
難
は
、
ハ
イ
ネ
の

死
後
ぞ
以
て
始
め
て
發
生
し
た
も
の
で
な
く
、
既
に
そ
の
生
存
中
、
彼
が
柵
逸
を
去
っ
て
パ
リ
ー
に
移
住
し
た
函
か
ら
起
っ

た
も
の
で
あ
る
。
今
、
ハ
イ
ネ
論
難
の
輪
廓
ぞ
概
槻
せ
ん
に
、
そ
れ
は
要
す
る
に
、
彼
が
國
民
的
感
怖
尭
峡
如
し
、
ポ
ナ
パ

ル
ト
と
そ
の
剛
佛
蘭
西
を
讃
美
し
て
、
棚
逸
と
柵
迎
的
な
る
凡
て
の
も
の
浄
罵
倒
し
た
こ
と
、
而
も
其
の
場
合
、
脇
倒
は
只

近
枇
猫
迩
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
三
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１

近

世

蠅

逸

猫

太

族

と

ハ

イ

ン

リ

ッ

ヒ

。

ハ

イ

ネ

九

四

に
非
柵
逸
的
な
る
に
叱
ら
ず
、
髄
に
反
柵
逸
的
で
あ
っ
た
鮎
を
弧
訓
諭
難
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
勿
論
そ
の
様
な
鮎
は
、
論

難
の
表
面
的
紡
碓
に
過
ぎ
ず
、
寧
ろ
論
難
者
逹
の
標
的
は
、
ハ
イ
ネ
が
そ
の
反
柵
迎
的
言
論
の
背
後
に
蔵
し
て
ゐ
た
と
見
ら

れ
た
猫
太
的
精
神
Ｑ
巳
①
。
ｇ
己
そ
の
も
の
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
．
若
し
彼
等
が
単
に
反
凋
逸
的
な
る
の
故

を
以
て
の
み
ハ
イ
ネ
を
攻
暇
し
た
と
す
れ
ば
、
餅
然
彼
等
は
同
じ
矛
を
、
彼
等
の
雄
も
尊
敬
す
る
文
學
者
ゲ
ー
テ
（
の
狸
豊
］
①
）

を
始
め
シ
ル
レ
ル
（
陣
冨
胃
）
プ
ラ
ー
テ
ン
（
国
呉
①
．
）
等
糞
に
も
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
ら
。
こ
の
故

に
ヴ
ｔ
ル
フ
（
日
貝
乏
Ｃ
扇
）
は
そ
の
箸
「
ハ
イ
ネ
傅
」
（
《
《
国
昌
昌
呂
国
の
言
①
ご
）
に
於
て
、
ハ
イ
ネ
論
難
の
眞
相
に
就
き
、
次

の
様
に
記
し
て
ゐ
る
。
「
ハ
イ
ネ
以
外
の
文
學
者
逹
の
此
の
極
の
不
快
な
価
向
は
、
史
家
の
充
分
知
悉
す
る
所
な
る
に
も
拘

ら
ず
、
そ
の
爲
に
彼
等
の
全
作
品
が
反
剛
家
的
、
反
道
徳
的
、
反
宗
教
的
な
り
と
し
て
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
の

で
あ
る
。
寧
ろ
彼
等
の
場
合
に
は
、
そ
の
不
快
な
る
一
面
は
彼
等
の
行
懸
り
の
不
機
嫌
の
現
は
れ
と
し
て
、
乃
至
は
、
一
時

的
な
氣
紛
れ
へ
の
貢
納
と
し
て
、
或
は
最
悪
の
場
合
で
す
ら
、
突
發
的
な
脱
線
と
し
て
解
樺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

ハ
イ
ネ
の
場
合
に
は
、
決
し
て
↓
ら
様
な
情
状
の
酌
並
は
な
さ
れ
ず
、
そ
れ
所
か
却
っ
て
彼
が
な
し
た
國
家
宗
教
並
び
に
國

民
道
徳
に
對
す
る
攻
盤
は
、
あ
る
隙
れ
た
る
原
理
の
現
は
れ
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
，
あ
ら
ゆ
る
既
成
物
を
否
定
す
る
猶
太

主
義
の
頴
現
と
し
て
看
倣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
一
個
人
と
し
て
宵
は
な
く
、
或
る
異
民
族
⑰
代
表
者
と
し
て
、

又
基
督
教
精
紳
並
に
凋
逸
精
艸
と
戦
ふ
、
否
戦
は
ざ
る
を
得
な
い
或
る
異
宗
教
心
代
涛
者
と
し
て
監
硯
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
、

斯
く
心
如
き
ハ
イ
ネ
論
難
の
典
型
的
な
一
例
と
，
し
て
、
次
に
文
學
災
家
バ
ル
テ
ル
ス
（
塚
『
旦
叩
）
の
所
論
を
参
照
し
よ
う
、

「
惟
ふ
に
文
學
と
は
そ
の
國
民
に
固
有
な
る
本
質
山
發
露
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
本
質
か
ら
流
露
し
た
も
の
Ａ
み
が
眞
に
彼

ｌ

’
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値
ぞ
持
つ
わ
け
で
あ
る
。
故
に
あ
ら
ゆ
る
國
民
は
、
常
然
外
來
の
影
響
浄
抑
砿
し
、
克
服
し
、
日
つ
白
岡
化
す
る
椛
利
辛
有
．

す
る
。
然
る
に
今
や
、
凡
そ
幟
羅
巴
諸
閏
民
と
は
、
そ
の
岡
民
性
に
於
て
全
く
縁
遠
き
異
民
族
が
棚
逸
文
蕊
の
冊
界
に
苓
場

し
、
唯
に
外
部
か
ら
そ
の
勢
力
を
押
し
付
け
ん
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
内
部
か
ら
柵
逸
の
言
語
と
文
化
と
老
利
用
し
つ
Ｌ
‐

柊
に
は
と
の
拙
界
に
寄
生
し
、
之
診
禰
食
し
、
更
に
は
自
己
の
勢
力
を
快
柿
し
、
以
て
そ
の
祇
界
支
配
ぞ
衝
現
せ
ん
と
し
て

ゐ
ろ
。
是
即
ち
青
年
柵
逸
派
の
腫
相
で
あ
り
、
就
中
ハ
イ
ネ
に
於
て
、
吾
掩
は
そ
の
最
凶
著
し
き
瓢
れ
か
見
る
。
荒
し
彼
に

は
、
國
民
的
太
能
が
全
く
炊
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
慨
に
は
誰
辛
を
し
て
、
ハ
イ
ネ
の
犬
鵬
旋
比
嚥
と
人
診
笑
は
し

め
る
遜
愁
と
は
、
柵
逸
的
創
作
で
あ
る
斗
云
ひ
、
或
は
ハ
イ
ネ
ぞ
以
て
素
時
し
き
文
章
の
偉
大
な
ろ
政
論
記
者
で
あ
り
、
凋

逸
語
の
表
は
十
意
味
で
の
雑
録
記
考
角
呂
二
鼻
○
二
再
）
で
あ
る
と
云
っ
て
、
恰
も
雑
録
的
な
も
の
が
柵
逸
的
な
も
の
で
あ
る

か
の
如
く
、
叉
彼
が
柵
逸
に
與
ふ
る
に
香
り
高
き
散
文
と
、
嵐
の
詩
の
代
り
に
、
寵
色
し
た
雑
録
の
加
き
も
の
辛
與
へ
た
こ

と
を
以
て
、
忌
む
ぺ
き
呪
咀
で
な
か
つ
た
か
の
様
に
考
へ
て
ゐ
ろ
も
の
が
あ
る
。
併
し
、
そ
れ
は
誤
謬
で
あ
る
。
成
程
ハ
イ

ネ
は
、
自
ら
能
ふ
限
ｈ
柵
巡
的
識
養
瀞
稗
得
せ
ん
上
｜
努
め
、
又
事
疵
稗
得
し
て
も
ゐ
た
と
は
云
へ
、
而
哨
そ
の
耕
岬
に
於
て

は
、
疑
ひ
も
な
く
反
正
の
猫
太
人
と
し
て
終
始
し
た
の
で
あ
る
。
．
…
：
兎
に
角
柵
逸
・
王
義
は
、
禅
て
猫
太
主
義
程
に
悪
し
き

敵
を
持
っ
た
こ
と
は
な
く
，
叉
柵
逸
の
蕊
術
は
、
猫
太
識
税
に
兇
暴
な
破
壊
薪
に
出
逢
っ
た
こ
と
は
な
い
、
云
為
」
と
。
⑦

こ
の
翫
の
論
難
は
蝿
に
鰻
〈
ル
テ
ル
ス
に
止
ら
ず
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
（
、
岸
（
屏
角
房
①
）
そ
の
他
の
柵
逸
主
義
的
傾
向
の
論
難
肴
に
殆

ん
ど
共
通
な
も
の
と
云
へ
よ
ら
・
‐

ハ
イ
ネ
を
焼
る
論
難
は
今
日
決
し
て
落
蒜
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
ヴ
ォ
ル
フ
も
指
嫡
し
て
ゐ
る
様
に
、
ハ
イ
ネ
諭

近
慨
猫
弧
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
五

’
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「

ハ
イ
ネ
と
澗
逸
猶
太
族
と
の
交
渉
は
、
一
八
二
一
年
彼
か
ベ
ル
リ
ン
に
到
来
し
た
日
を
以
て
始
期
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。
蓋
し
ハ
イ
ネ
は
，
此
の
地
に
於
て
始
め
て
「
猶
太
人
」
と
し
て
元
服
し
、
同
族
の
仲
間
入
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。
尤
も

生

近
世
獅
逸
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
六

雌
は
、
そ
れ
が
結
局
に
於
て
猫
太
識
乃
至
猫
太
族
開
放
を
緤
ろ
諭
靴
で
あ
る
災
り
、
從
っ
て
近
世
猫
太
族
の
賦
羅
巴
文
化
価

Ｉ

界
へ
の
進
出
が
投
け
か
け
た
幾
多
の
宗
教
的
、
政
治
的
、
經
濟
的
問
題
が
、
平
和
的
解
決
ぞ
見
ざ
る
限
り
、
決
し
て
経
局
す

る
と
と
が
な
い
で
あ
ら
う
。
③

誰
刎
①
国
ゞ
言
二
一
言
く
ｃ
二
皀
昌
胃
三
脚
”
一
）
ｄ
二
一
弘
戸
．
言
金
？
。
三
一
・
言
①
｛
一
①
泌
二
の
二
胃
言
冨
一
］
篝
一
二
一
二
一
〕
〕
号
尾
一
弘
．
詞
．
巨
［
・
の
．
到
置
．
烏
Ｅ
Ｃ
一
一
・
国
二
・
言
一
淡

叩
律
＆
伝
｝
一
壁
号
Ｑ
２
．
○
の
言
泌
ｃ
言
昌
冒
さ
『
斡
言
．
、
の
．
雷
“
例
へ
ば
『
医
．
①
号
〉
三
６
の
如
き
は
此
の
文
化
融
合
期
を
以
て
「
我
が
近
世
丈

學
史
上
Ｕ
最
も
不
平
な
る
時
期
」
と
見
、
叉
国
匡
巨
泌
は
同
時
期
の
丈
學
を
丈
學
史
上
］
）
戸
冒
号
二
観
に
過
ぎ
ぬ
と
し
て
ゐ
る
。

②
め
。
富
．
［
）
二
言
（
）
急
卵
冒
』
二
。
｜
ｃ
払
言
の
の
さ
三
岸
三
。
号
“
］
二
号
ｃ
一
言
目
く
こ
一
宮
４
．
〔
ニ
ヨ
窓
ｌ
ご
区
）
．
］
ｇ
Ｃ
．
国
Ｑ
・
巨
印
．
】
ｇ

③
言
．
勺
二
三
弓
エ
曼
一
函
Ｚ
し
言
、
言
●
し
（
｛
鼠
便
三
Ｃ
一
二
⑦
（
一
錨
〕
〃
宣
胃
言
こ
ぐ
Ｃ
一
斤
一
醜
．
国
二
・
門
の
の
．
胃
駕
ｌ
届
学
．

①
害
匡
．

⑤
国
言
昏
言
（
芽
・
崖
の
富
叩
く
一
）
一
興
二
一
二
二
三
一
の
（
才
皇
一
富
一
二
Ｃ
号
言
．
一
二
号
二
．
国
旦
．
旨
［
．
、
．
届
や
‐
１
つ
９
．

⑥
冨
畠
言
ｃ
三
・
即
国
仁
冒
．
こ
］
畠
昌
尾
．
ｍ
，
争
呂
．

⑦
』
Ｅ
Ｃ
弓
国
一
宮
●
言
］
雌
即
皐
隈
ｅ
三
食
一
二
①
（
一
角
Ｑ
昌
試
ｃ
一
〕
の
二
目
胃
一
三
胃
●
．
の
．
馬
“
．

③
目
．
君
ｃ
三
ｍ
国
．
四
一
》
旨
め
い
Ｅ
Ｃ
．

二

I



《

巳

▼

「
猫
太
人
」
が
、
ハ
イ
ネ
に
於
て
最
初
に
そ
の
意
味
性
を
有
っ
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
鯉
年
前
ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
の
年
迄
測
り

得
る
。
即
ち
、
ウ
ヰ
ー
ン
會
議
の
結
果
。
．
｜
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
プ
ロ
シ
ヤ
の
椛
力
が
復
祈
し
、
反
動
主
義
に
基
く
雌
制
が
、
同
地

の
猶
太
族
を
秤
ぴ
以
前
の
椀
に
繋
い
だ
時
彼
は
既
に
、
「
猫
太
人
」
と
し
て
の
耐
會
的
自
斑
に
逹
し
、
そ
れ
を
機
縁
と
し
て

凋
逸
主
義
よ
り
の
離
脱
を
決
意
し
た
か
ら
で
あ
る
。
（
プ
ル
シ
ェ
ン
シ
ャ
フ
ト
よ
り
の
脱
退
）

ハ
イ
ネ
は
中
流
澗
逸
猶
太
人
の
長
男
と
し
て
、
一
七
九
九
年
十
二
月
十
三
日
①
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

ｅ
爵
ｍ
の
圧
。
Ｓ
に
Ⅸ
饗
の
聡
孝
畢
け
た
。
微
時
（
厳
密
に
は
一
七
五
五
’
一
八
○
一
及
び
一
八
○
六
’
一
八
一
三
）
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
は
フ
ラ
ン
ス
の
治
下
に
脇
し
て
、
夙
に
解
放
の
恩
忠
に
浴
し
、
就
中
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
変
施
後
は
、
同
地
の

猫
太
族
は
、
共
将
教
徒
と
殆
ん
ど
同
等
の
市
民
樅
を
許
與
さ
れ
て
ゐ
た
。
從
っ
て
若
き
日
の
ハ
イ
ネ
は
、
ベ
ル
ネ
の
如
く
ゲ

ッ
ト
ー
（
ｇ
〕
昌
○
）
の
悪
し
き
印
象
に
毒
せ
ら
れ
る
事
も
な
く
、
専
ら
佛
剛
四
よ
り
吹
き
來
る
「
自
山
」
の
風
を
吸
っ
て
生
長

し
た
の
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
彼
は
、
識
育
的
に
も
可
成
自
由
な
近
代
的
槻
察
の
中
に
世
か
れ
，
一
方
猶
太
の
体
統
的
生
活
に

も
余
り
親
し
む
機
命
な
く
、
か
く
て
彼
が
早
く
か
ら
「
近
代
的
自
由
の
子
」
と
し
て
の
賛
質
を
示
し
た
こ
と
は
、
彼
の
後
の

書
翰
②
や
、
ス
ト
ロ
ー
ト
マ
ン
の
ハ
イ
ネ
博
（
シ
、
の
庁
８
号
〕
己
〕
》
国
⑯
旨
①
、
砂
Ｆ
ｇ
ｏ
巨
巨
己
署
の
島
①
）
に
掲
げ
ら
れ
た
ろ
ハ
イ
ネ

の
少
年
時
代
に
開
す
る
記
録
や
、
興
味
深
き
挿
話
④
等
に
依
っ
て
哨
之
を
窺
ひ
知
る
こ
と
が
川
来
よ
う
。

併
・
し
乍
ら
、
一
八
一
二
年
一
月
彼
の
ベ
ル
リ
ン
入
京
は
、
彼
の
生
涯
に
刈
期
的
な
意
義
を
與
へ
る
こ
と
ｉ
な
っ
た
。
彼
は

此
虚
で
常
時
の
識
養
川
愈
中
、
最
も
派
溌
な
二
つ
の
猫
太
的
勢
力
に
辿
遇
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
生
涯
消
し
難
き
印
象
を
身
に

刻
ま
れ
た
か
ら
で
あ
ら
・
即
ち
そ
の
一
つ
は
、
棡
逃
猫
太
放
の
文
化
的
解
放
を
目
指
す
「
青
年
パ
レ
ス
チ
ナ
」
（
ご
勝
冒
〕
粥

近
世
猫
逸
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
七

Ｉ
Ｆ



－

1

ダ

近
批
描
迦
循
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
八

弓
倉
一
賞
①
言
）
な
る
知
的
勢
力
で
あ
り
、
今
一
つ
は
猫
太
姉
人
ラ
ー
エ
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
サ
ロ
ン
を
中
心
と
す
る
交
嬢
的
勢
力

で
あ
っ
た
。
後
者
は
ハ
イ
ネ
に
「
詩
人
と
し
て
の
鯉
感
」
辛
典
へ
、
就
中
彼
の
猫
太
的
活
動
を
、
特
に
女
學
的
に
色
づ
け
た

岬
に
於
て
航
ろ
注
目
に
慨
す
る
が
、
之
に
封
し
前
者
は
純
全
た
る
猫
太
、
雫
義
の
鯉
徒
群
に
し
て
ハ
イ
ネ
の
其
の
後
の
、
淵
心
活

動
の
上
に
、
最
も
決
定
的
な
影
響
ぞ
典
へ
た
も
の
で
あ
る
。

惟
ふ
に
猫
太
教
が
そ
の
同
化
せ
ろ
祁
法
の
拘
果
か
ら
脆
川
し
、
猫
太
民
族
が
、
そ
の
、
氷
曹
外
部
仙
界
の
岻
制
か
ら
解
放
さ

れ
る
に
至
っ
た
事
怖
は
、
近
代
人
文
主
義
の
思
潮
の
晃
醒
、
及
び
そ
の
發
展
と
北
行
し
つ
上
生
起
し
た
の
み
な
ら
ず
、
大
部

分
は
専
ら
そ
の
直
接
の
影
響
下
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
十
八
祉
紀
後
半
に
現
は
れ
進
一
人
の
獅
乙
講
主
プ
リ
ｒ
浦

リ
ッ
ヒ
ニ
世
（
閃
１
８
号
｝
皇
）
及
び
ヨ
ゼ
フ
ニ
批
（
］
○
唖
署
一
二
一
）
が
穣
械
的
に
猫
太
解
放
に
乘
ｈ
出
し
た
事
、
一
方
叉
ル
ソ
ー

（
閃
○
匡
朋
勺
呂
）
や
ポ
ル
｜
プ
ー
ル
（
く
○
冒
胃
）
の
自
由
思
想
、
佛
蘭
西
革
命
及
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
猫
太
對
策
が
、
延
い
て
凋
乙
猫

太
族
の
自
主
的
解
放
参
三
ｃ
冒
騨
ｇ
ａ
－
〕
島
○
国
）
を
促
進
し
た
こ
と
等
、
何
れ
も
北
〈
の
間
の
事
怖
を
示
威
も
の
で
あ
る
。
か
く

て
解
放
戦
役
の
時
代
に
は
、
棡
逃
猫
太
族
は
、
柵
逸
國
民
と
北
〈
同
し
て
外
剛
支
配
と
剛
民
的
屈
辱
の
重
荷
を
推
ひ
、
肌
國
愛

の
熱
傭
ぞ
燃
し
、
國
民
的
義
務
の
意
識
ぞ
弧
め
た
。
こ
の
事
は
や
が
て
彼
等
に
政
治
的
解
放
が
約
束
さ
れ
る
共
因
を
な
し
、

一
八
一
二
年
三
月
十
一
日
の
勅
令
は
、
猫
太
族
を
も
・
フ
ロ
シ
ャ
臣
民
と
若
倣
し
、
之
に
隣
汎
な
ろ
岡
民
的
椛
利
及
び
義
務
を

附
與
す
る
こ
と
Ｌ
な
っ
た
。
尤
も
こ
の
政
治
上
椛
利
は
、
其
後
獅
く
保
留
さ
れ
、
そ
の
置
施
は
、
続
く
反
動
時
代
に
大
部
分

停
止
さ
れ
て
了
っ
た
が
、
而
も
こ
れ
ら
外
部
仙
界
よ
り
猫
太
批
界
へ
一
度
投
春
一
ら
れ
た
解
放
へ
の
刺
機
は
、
猫
太
解
放
史
上

最
も
重
要
な
る
一
事
を
、
決
し
て
消
滅
せ
し
め
な
か
っ
た
。
即
ち
猶
太
文
化
が
製
肌
の
孤
立
的
沈
滞
的
状
態
か
ら
、
時
代
史



●

か
く
の
如
蚤
艤
史
的
氣
蓮
乃
背
景
と
し
て
、
進
歩
主
義
自
由
主
義
の
涛
に
乘
っ
て
現
は
れ
た
の
が
「
青
年
パ
レ
ス
チ
ナ
」

Ｄ
一
関
で
あ
る
。
吾
建
は
此
虎
で
次
に
常
然
燗
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
の
剛
儲
の
性
質
及
び
そ
の
活
動
に
就
て
の
叙
述
を
制

限
せ
ら
れ
た
る
紙
数
の
都
合
上
、
一
切
割
愛
し
な
け
肌
ぱ
な
ら
ぬ
の
か
迩
憾
と
す
る
。
併
し
只
一
事
丈
け
附
記
し
て
遥
か
う
。

即
ち
同
剛
侭
の
活
動
目
的
に
就
き
、
後
に
ハ
イ
ネ
が
「
ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
‘
マ
ル
ク
ス
昂
書
」
に
於
て
「
そ
れ
は
歴
史
的
猫
太
主

義
と
、
や
が
て
価
界
制
湖
に
到
達
す
る
で
あ
ら
う
Ｌ
｜
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
七
近
代
科
學
と
の
融
合
以
外
の
何
物
で
ち
な
か
っ
た
」
②

と
記
述
し
た
様
に
、
こ
の
叫
僻
は
、
例
へ
ぱ
從
來
の
フ
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
ｅ
冒
さ
］
ざ
の
巳
ご
己
の
『
）
や
ペ
ン
ダ
ヴ
ィ
ヅ
ド
色
目
‐

胃
口
吻
国
２
号
ぐ
丘
）
一
派
の
欧
化
主
義
を
手
段
と
し
た
姑
恩
な
、
從
っ
て
結
肋
は
保
守
的
な
猫
太
教
改
堆
沌
刺
な
ど
は
凡
そ
選

辛
異
に
し
た
、
極
め
て
進
歩
的
な
猫
太
科
粟
研
究
嘩
關
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
か
く
の
如
き
猫
太
青
年
の
瓶
動
が
．
最
哨
活
溌
な
る
活
測
か
始
め
た
頃
、
ハ
イ
ネ
は
ペ
ル
リ
ン
に
乘
り
込
み
、
間
も

な
く
同
團
の
「
船
長
」
エ
ド
ヵ
ア
ル
ド
ガ
ン
ス
角
目
角
ａ
ｏ
営
岨
）
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
群
に
川
入
し
た
の
で
あ
る
。

近
仙
獅
逸
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
九
九

で
あ
る
。
①

の
生
き
た
潮
流
の
中
に
合
流
し
て
、
今
壷
稠
沌
猫
太
旋
は
、
非
猫
太
的
帆
岡
の
同
胞
斗
一
相
北
ん
で
凡
て
の
純
利
卜
發
展
の
た

め
に
職
び
続
け
る
に
至
っ
た
と
云
ふ
一
事
で
あ
る
。
反
論
時
代
に
於
け
る
反
猫
太
主
義
群
は
、
多
く
辰
自
由
主
義
者
で
あ

ｈ
、
反
進
歩
宅
義
的
復
古
羊
誰
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
故
に
一
八
一
五
年
以
後
の
猫
太
史
は
、
近
代
自
曲
主
義
腿
ぴ
岡
家
生
活

の
篭
展
史
と
不
可
分
の
關
係
に
立
っ
た
。
而
心
後
粁
が
あ
ら
ゆ
る
耐
揺
と
辰
勅
に
も
拘
ら
ず
、
絶
え
十
よ
り
高
き
段
階
へ
と

推
展
し
て
行
っ
た
様
に
、
前
考
心
亦
戸
一
の
時
期
に
数
多
の
障
蒋
に
哨
拘
ら
や
同
巾
解
放
の
上
に
大
い
次
ろ
進
展
卒
示
し
た
の

’

」
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併
し
そ
れ
と
共
に
、
こ
れ
は
愛
か
ら
出
で
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
不
滅
の
害
と
な
り
、
直
ぐ
消
え
て
失
く
な
る
様
な
刺
場
の

灯
で
な
く
、
川
の
宮
の
、
永
遠
の
光
と
な
る
で
あ
ら
う
云
登
」
⑥
と
、
ハ
イ
ネ
の
所
謂
「
朧
史
的
猫
太
主
義
」
（
目
黒
○
１
唾
呂
①
め

］
且
ｇ
言
冒
）
の
萌
芽
は
、
彼
に
於
て
此
の
時
、
直
ち
に
猫
太
的
信
仰
の
霞
を
結
ぶ
ま
で
に
は
立
ち
至
ら
な
か
っ
た
。
の
み
な

ら
ず
改
宗
と
云
ふ
突
發
的
な
暴
風
の
爲
に
、
一
時
そ
の
芽
は
摘
み
採
ら
れ
て
了
っ
た
か
と
さ
へ
見
え
た
。
併
し
少
く
と
も
、

そ
れ
は
既
に
堅
い
愛
（
同
族
と
そ
の
文
化
へ
の
）
の
蒜
を
も
っ
て
ゐ
た
。
か
く
て
一
度
地
下
深
く
張
ら
れ
た
猫
太
主
義
の
根

は
、
決
し
て
枯
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
，
あ
ら
ゆ
る
間
隙
を
狙
っ
て
は
絶
え
ず
伸
び
出
よ
う
と
し
、
終
に
晩
年
に

至
っ
て
腿
ら
か
な
春
に
逢
ひ
、
結
変
の
秋
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

註
①
ハ
イ
、
不
の
誕
生
日
が
十
二
月
十
三
日
で
あ
る
こ
と
は
碓
疵
ら
し
い
が
、
そ
れ
が
果
し
て
何
年
で
あ
る
か
は
今
日
尚
未
解
決
の
問
題

で
あ
る
。
（
一
二
α
ご
く
屍
曽
・
胃
肩
は
そ
の
名
著
ハ
イ
ネ
仲
（
国
の
旨
．
豆
』
国
呂
弓
》
《
昌
叫
ェ
｜
‐
．
一
言
｝
』
億
弓
ｒ
皀
二
且
騨
景
の
Ｅ
〕
９
脚
Ｃ
ｅ
＃

●
で
罰

ゆ

に
）
｝
号
，
》
屍
国
の
一
二
つ
農
⑦
一
〕
Ｅ
●
素
言
い
》
》
な
る
一
頂
を
設
け
て
と
の
間
趣
を
詳
論
し
て
ゐ
る
〕
同
雷
に
依
れ
ば
ハ
イ
、
邪
の
生
年
に
就
て

は
一
八
○
○
年
碇
、
一
七
九
九
年
瀧
ｂ
一
七
九
七
年
溌
、
一
七
九
八
年
瀧
等
あ
れ
ど
も
弦
で
は
属
昌
一
〔
｜
］
切
に
依
っ
て
一
七
九
九

年
説
に
從
ふ
。

＠
国
一
》
ぬ
ｃ
国
の
厚
晟
国
⑦
一
二
（
》
命
（
）
二
一
厚
唾
さ
一
二
号
旨
．
の
．
］
鋲
〔
国
】
・
亘
．
自
〕
〕
〕
○
班
（
匪
冒
二
窄
跡
⑦
一
・
）
》
わ
．
に
割
巳
『
ご
・
《
自
国
二
）
．
昌
一
冒
毎
）
己
．

診
一
ぐ
。

①
吟
譽
．
ｃ
昌
一
ｐ
二
二
叩
国
『
．
Ｑ
雷
ご
鵠
．
Ｅ
ｌ
園
．

①
弓
己
．
閉
．
四
ｓ

⑤
属
国
号
匡
．
叩
国
昌
一
尾
佳
Ｃ
］
一
宇
塁
Ｃ
］
一
旦
骨
斡
．
、
．
一
割
合
二
鋲
》
自
己
昌
岨
ア
ー
ミ
ら
二
ｍ
ご
）

⑤
旨
〔
一
・
切
拐
Ｓ
尾
員
課
二
〕
二
ｃ
監
匪
〕
二
ｃ
ｍ
⑦
一
・
）

近
批
濁
迩
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
・
不
一
○
一

1

I
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悲
し
み
の
調
も
高
く
響
け
か
し
殉
教
の
歌

こ
こ
ろ

そ
は
燃
ゆ
ろ
怖
抑
へ
て
久
し
く
も
秘
め
世
き
し
悲
歌

人
皆
の
耳
を
穿
ち
て
魂
の
底
主
で
響
け

力
こ
め
て
呪
ひ
つ
Ｌ
吾
が
招
き
し
は
千
年
の
嘆
き

こ
こ
ろ
な
ま
す
ら
を

老
ひ
た
る
も
若
営
も
さ
て
は
雌
慌
の
丈
夫
さ
へ
も

乙
女
等
と
共
に
歎
け
ば
野
の
花
も
夜
空
の
星
も
潤
む
か
と
見
ゆ

そ
の
涙
か
た
み
に
寄
り
て
流
れ
ゆ
く
南
の
國
仁
に

そ
の
涙
一
つ
に
集
ひ
注
ぎ
入
る
ヨ
ル
ダ
ン
の
溪
谷
①

此
竜
に
於
け
る
五
ｍ
だ
の
課
顧
は
、
刎
論
ハ
イ
ネ
の
猫
大
田
箱
謄
現
は
れ
た
る
ロ
マ
ン
羊
義
考
察
と
云
ふ
意
味
に
限
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
事
怖
の
如
何
諾
間
は
す
、
元
來
ハ
イ
ネ
が
果
し
て
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
否
と
云
ふ
間
は
、
矢
張
り
吾

迂
の
場
合
に
も
最
初
の
問
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
是
に
就
て
吾
盈
に
先
づ
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
ハ
イ
ネ
と
そ
の

仲
間
（
「
青
年
パ
レ
ス
チ
ナ
」
）
の
猫
太
史
に
對
す
る
興
味
が
、
主
と
し
て
中
批
イ
ス
パ
ニ
ヤ
猫
太
族
の
所
謂
猫
太
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
の
黄
令
時
代
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
を
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
所
謂
彼
等
の
腰
史
的
猫
太
、
雫
義
に
現
は
れ
た
る
「
中
枇
主

近
仙
猫
迎
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ

軍

ｂ
ｌ
Ｉ
■
Ｈ
ｆ
申
１
Ｊ
‐
Ｆ
■

一

○
二



義
」
と
云
ふ
黙
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
「
中
泄
」
は
ハ
イ
ネ
の
仲
間
に
は
寧
ろ
眞
埋
追
求
の
對
象
と
し
て
持
ち
出
さ
虹
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
ハ
イ
ネ
に
在
っ
て
は
流
石
に
そ
の
文
學
的
性
向
と
相
俟
っ
て
、
専
ら
「
夢
幻
の
森
」
と
し
て
そ
の
詩
幡
の
向

ふ
所
と
な
り
，
そ
れ
丈
け
確
か
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
上
掲
の
詩
は
か
の
「
ラ
ビ
、

フ
薊
ン
・
パ
ッ
ヘ
ラ
ッ
ハ
」
の
冒
頭
詩
で
あ
る
が
、
と
の
詩
を
始
め
、
そ
の
小
説
の
全
結
織
は
、
明
白
に
看
取
し
得
る
所
の
ロ

マ
ン
主
義
的
中
世
主
義
を
吾
為
に
呈
示
す
る
で
あ
ら
う
。
從
つ
て
か
の
ヴ
ォ
ル
フ
が
ハ
イ
ネ
と
そ
の
仲
間
に
冠
す
る
に
「
猶

太
の
ロ
マ
ン
主
義
者
」
な
る
名
稲
を
以
て
し
た
こ
と
は
、
蓋
し
至
當
と
云
ふ
べ
き
で
ら
ら
う
。
②

併
し
乍
ら
ハ
イ
ネ
の
猶
太
思
想
に
現
は
れ
た
る
と
の
画
マ
ン
主
義
的
価
向
が
、
更
に
當
時
の
凋
逵
猫
太
族
間
に
擾
頭
し
て

ゐ
た
中
心
的
勢
力
と
も
云
ふ
ぺ
き
う
リ
ー
ド
レ
ン
デ
ル
一
派
の
猶
太
教
改
革
運
動
に
對
す
る
反
動
と
し
て
現
は
れ
た
こ
と
は

頗
る
注
目
に
慨
す
る
。
「
少
歎
の
沈
眼
切
開
鍔
逵
は
猫
太
教
と
云
ふ
禮
に
發
生
し
た
致
命
的
な
皮
膚
膿
極
を
放
血
に
依
っ
て

治
療
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
が
，
そ
れ
で
は
イ
ス
ラ
ヘ
ル
は
、
彼
等
の
無
器
用
と
誤
診
の
た
め
に
流
血
し
て
死
ぬ
外
は
な
い
で

あ
ら
う
ｃ
・
…
・
五
貝
は
岐
早
髭
を
生
や
す
力
も
な
く
、
断
食
す
る
力
も
な
く
、
人
を
憎
む
力
も
叉
憎
し
み
に
耐
へ
る
力
も
な

い
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
吾
だ
の
改
革
に
對
す
る
動
機
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
あ
る
一
部
の
者
共
は
，
乞
食
役
者
の
伴
發

と
籔
育
と
を
受
け
て
、
猫
太
教
と
云
ふ
舞
蕊
に
装
飾
と
側
面
背
景
と
を
施
さ
う
と
し
て
ゐ
る
し
、
他
の
一
部
の
考
逹
は
猫
太

と
云
ふ
看
板
を
褐
け
つ
上
そ
の
内
に
幅
香
的
韮
督
教
を
採
り
入
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
…
：
だ
が
そ
ん
な
店
屋
は
長
続
き
せ

ず
、
就
中
哲
學
へ
向
っ
て
振
り
出
さ
れ
た
そ
の
手
形
は
、
支
挑
拒
絶
を
喰
っ
て
迭
り
返
へ
さ
れ
，
か
く
て
そ
の
家
は
破
産
を

來
す
で
あ
ら
う
。
②
」
と
。
淺
薄
な
る
鰍
化
主
義
、
似
て
非
な
る
近
代
主
義
に
對
し
て
降
さ
れ
た
ろ
鐡
槌
で
あ
る
。
鼓
に
現
は

近
世
猫
辿
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
一
○
三

I

ｒ
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－

此
ろ
所
以
禿
あ
る
。
例
へ
ぼ
、
ド
々
プ
ノ
フ
は
常
時
の
〈
イ
ネ
の
魂
に
終
け
る
猫
犬
的
浪
漫
的
鋳
祁
と
、
泥
代
的
合
理
聿
義

的
綜
祁
上
の
斜
一
Ｗ
諺
婿
摘
Ｉ
、
溌
宗
の
群
袴
的
矧
機
上
し
下
所
謂
「
締
跡
上
令
裂
」
お
晤
示
Ｌ
て
ゐ
ろ
㎡
（
価
し
ど
の
「
精

祁
上
今
裂
」
の
内
容
に
就
て
は
刑
に
明
か
に
食
れ
て
ゐ
な
い
。
）
併
し
こ
の
見
方
は
，
ｚ
》
仇
自
身
の
中
庭
播
蛾
楡
討
さ
る
ぺ

く
し
て
、
未
洋
一
な
さ
れ
ざ
る
明
緬
晶
礎
し
て
ゐ
る
故
に
、
秤
腐
的
に
は
特
に
耐
機
の
説
明
と
な
っ
て
ゐ
な
い
上
云
ふ
根
木
的

厳
弱
勘
含
ん
で
ゐ
る
。
叩
鳴
鴬
峠
の
駕
爽
に
州
而
に
對
唯
胸
底
も
の
を
し
て
現
賦
れ
だ
澱
に
見
え
さ
る
の
緋
耐
ｌ

こ
れ
鳥
は
同
時
に
時
代
緋
祁
の
一
而
向
で
も
ぁ
２
』
が
ｌ
が
果
し
て
伽
念
的
に
矛
屑
す
ぺ
を
＄
の
で
あ
り
、
叉
現
溌
に
相

矛
盾
し
て
ゐ
た
か
産
弓
か
の
先
決
州
緬
で
あ
る
。
結
論
辛
念
い
で
私
見
辛
云
へ
ぱ
、
元
來
こ
れ
ら
２
－
つ
の
締
川
を
般
初
か

ら
對
立
的
な
も
の
と
決
定
し
て
老
へ
る
こ
と
は
頗
る
危
瞼
で
あ
る
の
み
な
ら
寺
↑
少
く
と
も
ハ
イ
ネ
に
開
す
る
限
り
そ
の
種

の
對
立
的
断
定
に
は
最
も
疑
念
た
き
辛
得
左
い
Ｌ
・
恩
ふ
。
と
の
酷
に
就
て
は
猫
、
漸
茨
明
め
た
い
上
｜
恩
ふ
邦
莱
常
り
、
汚
勤

ル
フ
の
号
募
，
ク
諭
嬉
ｌ
尤
も
そ
れ
は
非
常
に
消
極
的
な
価
方
に
於
て
瞳
は
あ
る
が
‐
ｌ
吾
ら
良
書
味
方
と
し
て

畢
け
て
笹
く
と
と
が
川
来
上
う
。
②
（
註
塞
照
）
併
し
乍
ら
虹
に
秩
械
的
な
反
論
は
、
ハ
イ
、
不
自
身
が
提
供
す
る
で
あ
ら
う
。

即
ち
彼
が
常
時
親
友
モ
ー
夢
一
ル
ヘ
宛
て
ｋ
垂
洗
行
罵
は
彼
に
と
っ
て
は
全
く
ど
う
で
も
よ
い
（
ぬ
国
の
一
頃
言
巴
問
題
で
あ
っ

て
、
彼
自
身
は
そ
れ
学
杉
只
象
徴
的
に
さ
へ
筑
帆
し
て
ゐ
な
い
』
剛
孝
侃
調
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
時
に
、
①
詳
糞
は
尚
ぼ
彼
の
改

宗
の
背
景
的
動
機
に
「
締
測
的
外
裂
」
と
云
ふ
が
如
き
も
の
を
認
む
ぺ
き
帝
あ
ら
弓
か
、
叉
認
め
得
る
で
あ
ら
う
か
。
加

ふ
ろ
に
榊
時
の
ハ
イ
ネ
は
股
唱
文
學
的
で
あ
い
、
そ
れ
丈
け
無
州
諭
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
照
合
す
る
な
ら
ば
、
た
と
へ
‐

假
り
に
當
時
の
ハ
イ
ネ
に
何
等
か
の
糀
祁
的
外
裂
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
且
つ
そ
れ
と
改
糸
と
の
川
に
も
何
等
か
の
關
係
が

近
壯
獅
迎
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
、
不
一
○
五

■
凸
邑

ｊ
ｒ
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近
枇
棚
迎
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
『
不
一
○
六

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
結
局
改
宗
に
對
す
る
彼
の
心
を
鮨
］
の
宕
信
〔
言
困
な
も
の
に
す
る
様
に
作
用
し
た
に
す
ぎ
す
、
少

く
と
も
眞
創
な
良
心
的
快
悩
か
ら
彼
の
改
宗
か
誘
發
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
丈
け
は
断
言
し
得
る
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
次
に
垂
加
盈
は
彼
の
改
宗
問
題
が
皐
位
試
馳
と
學
位
稲
號
擬
恥
あ
日
と
の
間
に
突
發
し
た
鮎
に
注
目
す
る
こ
と
に
依

っ
て
、
そ
れ
が
も
つ
と
切
斑
な
經
沸
問
鼬
淀
背
最
と
し
て
渡
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
ス
ト
ロ
ー
ト
マ
ン
の
見
解
を
松

討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
立
場
は
或
る
條
件
の
下
に
文
學
史
家
フ
ラ
ン
ッ
・
メ
ー
リ
ン
ク
④
日
日
罵
冒
③
一
〕
号
巴
の
採

る
川
の
迩
兇
で
も
あ
る
が
，
併
し
絲
局
こ
の
立
場
も
未
解
明
の
難
鮎
を
包
含
せ
る
軸
に
於
て
、
ド
ゥ
プ
ノ
フ
の
所
説
と
異
ら

な
い
ｏ
即
ち
若
し
彼
等
の
主
張
す
る
様
に
生
活
の
保
證
と
云
ふ
こ
と
が
ハ
イ
ネ
に
と
っ
て
唯
一
の
緊
急
な
る
目
標
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
そ
の
後
・
間
も
な
く
法
祁
の
學
位
を
得
、
市
民
と
し
て
の
途
は
拓
か
れ
、
か
く
て
鮫
早
彼
が
ハ
ム
プ
ル
グ
で
濤
謹

士
を
開
業
す
る
の
に
は
何
等
の
障
害
も
無
く
な
っ
た
と
見
え
た
時
に
、
何
故
に
彼
は
市
民
と
し
て
猫
立
し
た
地
歩
を
占
む
く

く
嘗
っ
て
一
歩
の
前
進
を
も
速
か
に
試
み
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
。
之
に
對
し
て
メ
ー
リ
ン
ク
は
一
應
「
そ
れ
は

事
務
的
に
し
て
無
味
乾
燥
な
る
仕
事
に
對
す
る
嫌
悪
か
ら
」
と
唯
酬
し
て
は
見
た
も
の
Ｌ
彼
自
身
猟
足
し
な
か
っ
た
様
に
、

そ
れ
で
は
理
由
が
餘
り
に
貧
困
に
し
て
且
つ
薄
弱
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
こ
で
ヴ
ォ
ル
フ
＠
は
途
に
改
宗
の
動
機
を
ハ
イ
ネ
の
利
己
主
義
と
云
ふ
都
合
の
い
上
、
從
っ
て
そ
れ
丈
内
容
の
な
い
ヴ
ェ

ー
ル
の
背
後
に
片
附
け
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
利
己
主
義
と
云
ふ
も
の
が
人
間
の
本
能
的
脇
性
と
児
ら
る
べ

き
陞
り
に
於
て
、
勿
論
全
部
的
に
否
定
さ
れ
得
な
い
弧
味
を
も
つ
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
丈
奮
然
の
事
を
云
っ
た
に
過
ぎ
ず
、

云
ひ
換
へ
れ
ば
結
洞
何
も
云
は
な
か
っ
た
に
等
し
い
説
明
刀
の
貧
弱
さ
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
Ｊ
の
み
な
ら
ず
、
例
へ

１
１



ば
彼
の
家
族
が
彼
の
出
仙
の
た
め
に
城
り
に
受
洗
す
る
こ
と
ぞ
奨
め
た
時
に
、
彼
が
久
し
い
問
頑
と
し
て
之
に
唯
じ
な
か
っ

た
事
変
②
や
、
鉦
述
の
如
く
改
宗
直
後
の
彼
の
意
外
な
非
利
己
的
行
動
は
、
何
れ
も
こ
の
見
解
に
と
っ
て
相
當
卒
利
な
反
證

で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

呪
ん
や
ハ
イ
ネ
の
改
宗
を
以
て
そ
の
芯
愛
川
題
に
師
著
せ
し
め
ん
と
す
る
が
如
き
に
至
っ
て
は
、
最
早
淵
稽
と
云
ふ
べ
き

か
。
惟
ふ
に
こ
の
極
の
柔
か
な
見
方
は
ド
ン
ナ
・
ク
ラ
、
（
』
）
○
一
二
畠
・
青
貝
）
あ
た
り
に
現
は
れ
た
ハ
イ
ネ
流
の
孤
刺
詩
か
ら
故

ら
に
邪
推
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
。
①

然
ら
ば
最
後
に
吾
廷
自
身
の
見
解
は
如
何
ｏ
先
づ
こ
の
問
題
の
解
明
に
歯
っ
て
吾
交
に
最
も
力
強
い
光
を
投
す
る
も
の
は
、

他
な
ら
ぬ
ハ
イ
ネ
同
身
の
改
宗
に
封
す
る
次
の
如
き
告
白
で
あ
る
。
「
若
し
受
洗
行
爲
が
私
に
何
等
か
の
意
味
性
を
有
つ
な

ら
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
は
不
幸
な
同
胞
山
椛
利
の
爲
め
に
私
が
一
膳
よ
く
貢
献
し
得
る
に
至
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
・
③
」
即

ち
猶
太
族
解
放
４
文
洗
勤
機
で
あ
る
。
こ
の
見
方
を
史
に
側
血
か
ら
強
め
て
美
れ
る
も
の
は
、
當
時
ハ
イ
ネ
と
殆
ん
ど
時
を

同
じ
う
し
て
改
宗
を
決
行
し
た
青
年
・
ハ
レ
ス
チ
ナ
の
「
船
踵
」
エ
ド
ッ
ア
ル
ド
・
ガ
ン
ス
Ｇ
ｇ
呂
己
⑦
昌
い
）
に
對
す
る
意
外

に
も
ハ
イ
ネ
の
痛
烈
極
ま
る
非
難
の
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る
。

「
君
は
十
字
架
へ
這
っ
て
行
っ
て
了
っ
た

嘗
っ
て
君
が
輕
蔑
し
て
ゐ
た
そ
の
十
字
架
へ

そ
れ
は
ほ
ん
の
欺
遡
目
前
ま
で
は
君
が

近
世
鯛
迎
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
一
○
七

■
■
弘
』
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l

お
上
そ
れ
は
余
り
に
多
読
し
た
せ
い
な
の
だ
。

か
の
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
や
ハ
ラ
ー
や
寺
ハ
ー
ク
を

昨
日
ま
で
は
尚
英
雄
だ
っ
た
の
に

今
日
も
う
悪
漢
に
な
っ
て
了
っ
た
の
か
！
，
一
①

叉
曰
く
「
コ
ー
ン
Ｓ
ｏ
ｇ
）
・
の
保
論
す
る
所
に
振
る
と
、
ガ
ン
ス
は
キ
リ
ス
ト
識
わ
一
説
い
て
イ
ス
↓
フ
ヘ
ル
の
子
等
を
改
宗

さ
せ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
そ
う
だ
が
、
筏
に
呆
然
言
ふ
所
を
知
ら
な
い
。
彼
が
若
し
碓
備
す
る
所
あ
っ
て
そ
う
す
る
の
な
ら
ば
、

随
分
戯
け
て
ゐ
る
。
併
し
偲
循
か
ら
そ
ん
な
事
を
す
る
と
す
れ
ば
彼
は
躯
漢
だ
」
⑩
と
つ
（
猫
ぼ
註
参
照
）
更
に
最
も
注
目

す
ぺ
き
言
葉
は
彼
が
モ
ー
ゼ
ル
ヘ
の
手
紙
の
中
で
、
若
し
ガ
ン
ス
が
イ
ス
ラ
ヘ
ル
の
子
等
を
改
宗
さ
せ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
と

云
ふ
消
息
の
代
り
に
、
銀
の
匙
浄
盗
ん
だ
と
云
ふ
知
ら
せ
を
附
い
た
な
ら
ば
ど
ん
な
に
ま
し
で
あ
っ
た
ら
う
と
云
っ
て
ゐ

る
と
ど
で
あ
る
。
⑪

ハ
イ
ネ
の
非
難
は
勿
論
正
拙
葬
得
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
ス
ト
ロ
ー
ト
マ
ン
も
指
摘
し
た
通
り
、
彼
の
ガ
ン
ス
忙
對
す
る
人

格
的
誤
解
か
ら
發
せ
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
吾
盈
は
以
上
の
ハ
イ
ネ
の
言
葉
の
中
か
ら
、
ガ
ン

ス
攻
禦
の
重
軸
が
彼
の
改
宗
行
爲
そ
の
も
の
よ
り
も
、
寧
ろ
、
そ
の
反
猫
太
主
義
的
行
爲
に
澄
か
れ
て
ゐ
た
と
云
ふ
一
黙
を

理
解
す
れ
ば
い
上
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
然
弓
理
解
す
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
、
何
故
に
ハ
イ
ネ
が
彼
と
殆
ん
ど
同
時
に
改
宗
し

近
枇
獅
迩
棡
大
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
上
・
ハ
イ
ネ

足
蹴
に
か
け
よ
う
と
し
て
ゐ
た
も
の
で
は
な
い
か
！

一
○
八

’



－

た
ガ
ン
ス
を
、
か
く
聡
障
り
な
く
非
難
し
得
た
か
と
云
ふ
疑
問
わ
晴
し
得
る
で
あ
ら
う
。
猫
ぼ
錘
に
ハ
イ
ネ
の
所
謂
「
銀
の

匙
希
盗
む
」
と
は
何
の
謂
で
あ
る
か
。
彼
は
今
一
度
Ｒ
己
の
改
宗
に
就
て
も
と
の
言
葉
牟
川
び
て
ゐ
る
。
「
若
し
も
私
の
受

洗
行
爲
が
、
有
利
な
光
に
包
ま
れ
た
私
を
君
い
眼
に
映
す
な
ら
極
め
て
礎
念
だ
。
若
し
法
律
が
銀
の
匙
辛
盗
む
こ
と
幸
禁
じ

て
ゐ
な
い
な
ら
ば
私
は
決
し
て
受
洗
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
」
⑲
垂
毘
は
そ
の
言
葉
寺
、
厩
く
、
世
界
的
禰
椛
の
奪
取
即
ち

猫
太
人
の
祇
界
的
勝
利
そ
の
も
の
ｉ
意
味
に
解
し
た
い
。
叉
そ
の
様
に
解
裸
す
る
こ
と
に
依
つ
〒
吾
糞
は
ハ
イ
ネ
の
改
宗
の

グ

意
義
及
び
や
が
て
こ
の
後
に
來
る
べ
き
政
治
的
活
動
へ
の
途
ぞ
最
も
合
那
的
に
却
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。

註
①
印
冒
．
己
号
二
ｃ
三
眠
巨
⑦
溺
伝
二
①
ｕ
ｓ
昇
》
γ
令
旨
三
（
》
（
冨
旨
含
弧
信
言
目
ご
｛
］
胃
”
・
の
］
己

②
ご
畠
．
弓
○
三
．
や
厚
冒
ご
〕
国
昌
一
①
塑
鼠
「
紺
時
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
本
汽
は
、
之
を
解
明
す
る
と
と
航
ろ
困
難
で
あ
る
ｏ
そ

れ
は
概
し
て
何
等
統
一
的
概
念
を
蝿
成
せ
ず
も
布
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
云
ふ
河
の
中
に
合
流
さ
れ
禅
馬
限
り
ｂ
あ
ら
ゆ
る
恩
湘
の

ま
に
ｊ
、
そ
の
色
調
も
千
鍵
萬
化
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
基
叔
教
キ
義
に
洲
赤
す
る
網
．
靭
圭
諺
存
知
用
し
た
鮎
に
沁
て
岡
民
的
で
あ

る
が
、
同
時
に
英
卿
人
と
イ
ス
パ
ユ
》
ヤ
人
と
を
峨
範
と
し
た
鮎
で
間
隙
的
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
民
滿
を
術
活
さ
せ
た
鮎
に
於
て

民
主
的
で
あ
る
が
、
而
も
只
蕊
術
家
レ
｜
心
伽
の
悪
ば
れ
た
る
１
，
‐
々
の
み
を
州
手
に
し
て
大
衆
葬
蛇
謝
し
た
鮎
に
於
て
挫
だ
誠
命
的

↑
Ｉ
ゾ
ド
ソ
ク
ス

で
あ
る
が
、
仲
し
既
成
那
吻
に
判
し
｝
§
膝
浄
屈
し
た
鮎
に
於
て
矢
張
ｈ
榊
成
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
〃
的
祁
秘
の
深
味

に
沈
潜
す
る
こ
と
に
依
っ
て
偏
刎
的
で
あ
る
が
、
宗
敬
を
地
に
慰
み
と
し
て
し
か
剛
察
し
な
か
っ
た
こ
と
に
依
っ
て
ｂ
矢
磯
り
非

宗
激
的
で
も
あ
っ
た
」

①
囚
《
》
胃
〕
・
駒
．
忌
日
」
昼
ゞ
《
二
〕
］
三
ｅ
弘
展
］
二
。
恥
（
］
．
．
旨
一
三
二
一
層
．
母
．
酢
三
．
届
鵠
）

④
甸
一
●
Ｐ
蓉
謡
］
二
庵
言
長
億
二
弓
冒
さ
，
喜
二
］
●
轄
駕
言
・
言
↓
ぐ
こ
二
（
営
三
の
一
《
二
｝
二
“
国
庫
言
》
・
閉
由
置
Ｉ
淳

⑤
言
．
君
こ
三
・
一
国
①
旨
こ
〕
函
臼
三
①
閉
ふ
葛
ｌ
愛
轟
．

近
批
濁
迩
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
。
ハ
イ
ネ
一
○
九

１
１
１
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I

併
し
勿
論
欧
羅
巴
批
界
へ
の
道
は
、
蚊
初
彼
に
と
っ
て
決
し
て
幸
稲
と
希
望
に
充
た
さ
れ
た
却
這
で
は
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
世
界
は
却
っ
て
ハ
イ
ネ
の
改
宗
て
ふ
弱
鮎
を
逆
に
利
用
し
つ
上
、
一
層
手
痛
い
攻
堆
の
矢
を
以
て
彼
に
酬
い
た
。
例
へ
ば

ヴ
斗
ル
ヘ
ル
ム
・
ヘ
ー
リ
ン
グ
の
如
き
は
ハ
イ
・
禿
か
改
宗
し
た
年
の
秋
、
早
く
も
ウ
ヰ
ー
ン
年
鑑
乏
庸
月
こ
こ
肖
冒
。
一
〕
に
於
て

「
ア
ル
マ
ン
今
ソ
ｉ
ル
」
（
酔
冒
昌
叩
Ｃ
Ｈ
）
の
反
基
督
敏
傾
向
を
指
弾
し
、
そ
れ
を
ハ
イ
ネ
の
隠
れ
た
る
猶
太
主
義
に
歸
紺
す
る
こ

近
世
鋤
迎
猶
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
、
不
二
○

⑪
国
庫
胃
再
髄
．
届
．

⑦
旨
（
一
途
．
９
１
鵲
．
と
の
詩
に
於
て
ハ
イ
、
邪
は
鮠
太
的
血
統
が
懸
愛
の
障
需
を
な
す
鮎
を
暗
に
調
示
す
。

⑤
国
の
言
門
あ
。
扇

①
夢
三
・
酔
観
．
（
国
三
の
国
シ
言
●
冒
己
賃
⑦
巳

⑩
旨
（
一
・
の
２
．
と
の
極
の
ガ
ン
ス
に
對
す
る
非
難
は
ず
っ
と
後
年
ま
で
彼
の
持
ち
級
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
猫
太
文
化
學
術
協

何
に
關
し
て
ガ
ン
ス
の
振
舞
っ
た
態
度
は
何
と
し
て
も
逝
義
的
で
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
両
暇
も
許
し
難
き
反
逆
罪
を
犯
し
た
も

の
と
、
残
念
乍
ら
そ
う
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
は
畑
動
者
の
役
荊
を
演
じ
、
識
長
の
職
五
を
身
に
雑
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
丈
け
一
層
彼
の
離
反
は
悪
む
く
き
も
の
で
あ
っ
た
ｏ
船
が
難
破
し
た
蹄
に
船
長
は
，
常
に
最
後
に
船
を
去
る
の
が
悩
智
上
の

約
束
で
あ
る
の
に
ガ
ン
ス
は
先
づ
艮
元
に
自
分
自
身
を
救
っ
た
の
で
あ
る
」
（
国
の
冨
勗
国
（
言
Ｃ
Ｃ
Ｃ
三
・
戸
患
Ｃ
〕
冒
冨
ｇ
の
．
胃
副
）

⑪
国
。
盲
．
あ
．
筐
．

⑫
旨
《
一
．

五
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近
世
獅
逸
榊
太
狭
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
一
二
一
。

力
と
辛
湛
へ
て
全
幟
の
案
に
郷
き
渡
っ
た
の
も
蒜
し
故
な
し
と
し
な
い
。
「
吾
共
の
時
代
の
偉
大
な
る
使
命
と
は
何
ぞ
や
、

そ
れ
は
解
放
で
あ
る
。
只
に
愛
蘭
土
人
、
希
臘
人
，
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
猫
太
人
、
西
印
度
の
黒
人
及
び
之
と
同
稚
の
岻
辿

さ
れ
た
る
民
族
の
解
放
で
な
く
し
て
寧
ろ
、
全
仙
界
の
解
放
で
あ
る
。
」
③
彼
は
今
や
「
人
類
解
放
の
勇
敢
な
る
戦
士
」
で

あ
っ
た
苧
而
も
こ
の
時
フ
ラ
ン
ス
に
勃
發
し
た
七
月
革
命
は
ハ
イ
ネ
の
自
曲
主
義
沿
動
に
一
暦
の
拍
車
を
加
へ
た
、
彼
は
狂

喜
し
つ
自
由
の
剛
、
佛
附
西
へ
走
り
、
其
虚
で
鮫
も
華
堂
し
き
政
治
活
動
を
開
始
し
た
。
以
來
二
月
革
命
に
至
る
迄
十
数
年
・

間
「
ロ
マ
ン
派
」
（
冒
①
岸
○
日
鱒
二
号
ｏ
言
牌
冒
一
の
）
「
凋
逸
宗
教
及
打
學
心
歴
史
」
Ｒ
昌
○
の
、
の
三
。
富
①
号
同
詞
①
房
冒
〕
昌
己

罵
言
め
○
一
茸
目
邑
己
の
二
胃
一
己
言
一
ｓ
を
初
め
、
彼
に
依
っ
て
パ
リ
ー
の
空
か
ら
放
た
れ
た
幾
多
の
自
由
主
義
の
巨
弾
は
、
相
次

い
で
反
動
主
義
泄
界
に
落
下
し
つ
上
至
肱
を
雄
駿
せ
し
め
た
。

と
こ
ろ
で
錘
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
活
動
期
を
通
じ
て
彼
の
自
山
主
義
言
論
が
猫
太
問
題
に
對
し
言
及
の
祇
極
性

を
示
さ
ず
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
ハ
イ
ネ
の
ポ
リ
｜
ラ
ー
ク
が
必
ず
し
も
直
接
に
猫
太
族
と
そ
の
宗
教
を
代
表
し
て
ゐ
な
い
と
云
ふ

こ
と
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
前
に
も
一
言
燭
れ
た
如
く
既
に
改
宗
以
来
ゆ
彼
心
豫
定
行
動
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
彼

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
種
の
行
動
は
決
し
て
理
由
な
し
に
行
は
れ
た
の
で
は
な
く
、
而
も
そ
の
理
由
た
る
や
断
じ
て
云
は
れ
て
ゐ

る
様
な
怯
怖
で
も
、
利
己
心
で
も
、
將
又
不
信
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
を
一
層
明
か
に
す
る
た
め
に
吾
堂
は
今
一

度
〈
イ
ネ
自
身
を
し
て
涛
明
せ
し
め
よ
う
。
「
私
は
基
督
教
徒
か
ら
も
猫
太
教
徒
か
ら
も
止
〈
に
敵
観
さ
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
後
者

は
私
な
く
Ｉ
デ
ン
や
ナ
ッ
サ
ウ
共
他
、
地
方
諸
邦
の
猶
太
族
心
爲
に
劔
今
ぞ
抜
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
私
を
幟
，
ん
で
ゐ
ゐ
・
だ
が
、

あ
上
何
た
る
浅
臘
短
見
七
！
ロ
ー
マ
の
都
凹
の
外
で
な
け
れ
ば
カ
ル
タ
や
．
を
涛
誰
す
る
こ
と
は
出
氷
な
い
で
は
な
い
か
！

－



－

君
ま
で
が
私
を
誤
解
し
て
ゐ
る
の
か
」
（
モ
ー
ゼ
ル
宛
誓
倫
、
一
八
三
六
年
十
一
月
八
日
、
ア
ヴ
ィ
’
一
ヨ
ン
よ
り
④
）
か
く
て
斯

の
様
な
ハ
イ
ネ
の
行
動
の
根
底
に
は
、
「
常
代
の
猫
太
洲
題
は
一
般
人
類
の
問
題
と
切
り
離
し
一
‐
》
老
へ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。

即
ち
雨
者
は
到
為
虚
で
相
互
に
燗
れ
合
っ
て
ゐ
る
。
故
に
特
に
猫
太
族
解
放
の
問
題
の
み
歴
探
り
上
け
て
之
が
達
成
を
企
剛

す
る
こ
と
は
、
既
に
反
時
代
的
な
る
意
味
に
於
て
不
利
で
あ
り
、
Ｈ
つ
憩
か
で
あ
る
」
と
云
ふ
時
代
紹
識
が
絶
え
ず
一
貫
し
て

樅
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
是
即
ち
彼
の
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
の
猫
太
的
基
調
に
し
て
，
こ
の
見
解
は
、
ず
つ
と
後
年
に
至
る
ま
で

彼
の
保
持
す
る
所
の
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
「
ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ル
ク
ス
」
の
「
後
記
」
（
冒
号
億
旨
自
。
扁
管
普
鮮
①
『
ｇ
ｏ
符
）

に
彼
は
次
の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。
「
猫
太
人
は
経
に
は
次
の
如
き
認
識
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち
猫
太
人
は
基

将
者
の
解
放
が
完
成
せ
ら
れ
保
諦
せ
ら
れ
て
後
、
始
め
て
解
放
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
猫
太
人
の

問
題
は
凋
逸
剛
氏
の
問
題
と
同
一
で
あ
る
。
故
に
猫
太
人
は
猫
逸
人
と
し
て
彼
等
が
長
い
間
享
け
て
来
た
も
の
を
今
猫
太
人

と
し
て
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
」
⑤
と
。

註
①
国
．
国
ｇ
望
．
あ
．
忠
．

②
の
旨
．
己
二
言
Ｃ
君
ぁ
．
昌
一
．

③
閏
．
国
里
》
叩
一
．
塑
割
．

①
苧
三
あ
．
］
旨
．

⑤
昌
（
一
あ
．
閨
騨

近
世
濁
逸
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ

一
ハ

一
一
一
一
一

１
１



I

根
擴
耗
與
へ
た
も
の
は
、
薯
名
な
る
猫
大
人
打
學
者
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
ヘ
ン
（
国
の
冒
昌
二
コ
の
。
言
。
）
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

彼
に
依
れ
ば
元
來
へ
プ
ル
の
洲
は
「
凡
て
を
支
配
し
、
凡
て
の
原
因
で
あ
る
祁
」
換
言
す
れ
ば
「
凡
て
の
も
の
ｋ
背
後
に
住

む
榊
」
で
あ
っ
た
。
然
る
に
自
然
折
粟
の
勃
興
と
共
に
外
部
に
表
は
れ
て
ゐ
る
自
然
そ
の
も
の
が
「
背
後
に
住
む
川
」
よ
り

も
次
輔
に
軍
覗
せ
ら
る
上
に
至
り
、
経
に
ヘ
プ
ル
諏
學
の
「
刺
」
は
自
然
禰
學
の
「
自
然
」
の
背
後
に
速
く
後
退
し
て
了
っ

た
。
恰
も
こ
の
時
、
こ
の
後
退
し
た
「
耐
」
孝
提
け
て
再
び
自
然
諏
嬢
の
批
界
に
押
し
川
し
て
來
た
者
が
、
即
ち
か
の
猫
太

人
哲
學
者
ス
ピ
ノ
ザ
で
あ
っ
た
。
純
の
諏
學
的
努
力
は
そ
の
「
祁
」
を
し
て
こ
の
自
然
の
中
の
何
虚
に
、
そ
の
箙
鴬
な
地
位

近
慨
猫
迩
．
満
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
二
四

「
此
頃
ハ
イ
ネ
は
峻
厳
な
る
猫
太
圭
義
に
對
立
す
る
享
樂
的
な
へ
し
’
二
〈
ム
ス
の
旗
手
た
る
の
役
割
尭
油
じ
て
得
意
に
な

っ
て
ゐ
た
」
①
と
ド
ワ
プ
ノ
フ
の
指
摘
せ
る
如
く
、
七
月
革
命
以
後
の
ハ
イ
ネ
の
思
想
的
特
徴
と
し
て
所
謂
「
ハ
イ
ネ
的
ヘ
レ

ニ
ス
ム
ス
」
（
己
儲
国
ｇ
］
①
思
言
一
〕
国
①
岸
皀
普
〕
こ
い
）
が
注
意
さ
れ
ろ
。
尤
も
こ
の
意
味
の
思
想
側
向
は
、
朧
密
に
は
，
も
っ
と

早
い
時
期
迄
湖
ｈ
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
併
し
ハ
イ
ネ
が
意
識
的
に
而
も
公
然
と
ヘ
レ
ニ
ス
ム
ス
の
通
奉
考
で
あ
っ
た
の
は

大
鵬
一
八
三
○
年
以
降
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ら
弓
。
即
ち
彼
が
「
ル
ド
ヴ
ー
ビ
・
ペ
ル
ネ
晃
書
」
（
こ
冒
号
．
揖
恩
『
己
①
ご
）
に
於
て

至
人
類
を
猫
太
人
卜
希
臘
人
と
に
、
換
言
す
れ
ば
、
禁
欲
的
、
抽
象
的
、
砿
的
な
類
刑
の
人
間
と
享
樂
的
、
現
従
仙
、
發
展

的
な
類
型
の
人
間
と
に
二
分
し
、
彼
自
身
は
準
ろ
希
臘
的
類
型
に
馬
す
る
旨
辛
表
明
し
た
②
時
に
於
て
噂
あ
る
。

と
こ
ろ
で
鼓
に
注
目
す
ぺ
を
事
は
、
所
謂
ハ
イ
ネ
の
へ
し
一
一
ス
ム
ス
が
、
問
有
の
意
味
で
の
へ
し
一
一
ス
ム
ス
そ
の
も
の
と

は
可
成
そ
の
性
質
ぞ
異
に
す
る
と
云
ふ
こ
‐
Ｃ
で
あ
る
・
結
論
か
ら
先
に
云
へ
ぱ
、
そ
れ
は
現
資
に
若
し
く
は
少
く
と
も
要
求
と

し
て
ヘ
プ
ラ
イ
ス
ム
ス
葬
内
仇
す
ろ
へ
し
’
一
ス
ム
ス
で
あ
っ
た
占
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
論
断
に
、
そ
の
打
學
的

Ⅱ
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を
得
し
む
る
か
に
あ
っ
た
。
即
ち
彼
は
「
祁
」
を
「
無
限
の
延
長
と
思
惟
」
そ
の
も
の
の
中
に
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
「
自
然
」

そ
し
ら
レ
ム
甲
に
直
、
こ
と
に
依
っ
て
「
凡
て
の
も
の
の
岬
」
途
「
凡
て
図
あ
る
岬
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ピ
ノ
ザ

の
哲
學
的
業
績
の
中
に
コ
ー
ヘ
ン
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
事
資
海
發
見
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
．
モ
ー
ゼ
の
一
刺
教
と
ス

ピ
ノ
ザ
の
汎
祁
論
と
の
間
に
同
じ
く
猫
太
主
義
と
云
ふ
一
つ
の
内
的
な
紐
帯
の
通
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
清
破
し
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
所
謂
「
ハ
イ
ネ
的
へ
し
｜
ヌ
ム
ス
」
と
は
、
彼
に
依
れ
ば
蟹
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
艸
論
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
云
ふ

の
で
あ
る
③
。
そ
の
諭
撫
は
例
へ
ぱ
「
凋
逸
宗
教
哲
學
の
歴
史
」
負
戸
『
。
①
の
。
三
。
胃
①
号
同
扇
島
四
○
国
巨
昌
国
曼
○
ぃ
名
三
①
宮

口
①
ロ
胃
三
巴
〕
ｅ
の
如
き
著
述
に
見
出
さ
れ
得
よ
う
。

即
ち
そ
の
中
で
ハ
イ
ネ
は
、
彼
自
身
若
き
日
か
ら
如
何
に
ス
ピ
ノ
ザ
を
熱
愛
し
、
そ
妙
思
想
的
膨
響
を
受
け
た
か
を
述
懐

し
居
る
の
み
な
ら
ず
、
現
に
ス
ピ
ノ
ザ
的
汎
川
論
を
殆
ん
ど
そ
の
縦
自
己
の
も
の
と
し
て
仙
述
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
④
。
か

く
て
「
ハ
イ
ネ
的
へ
し
’
一
ス
ム
ス
」
は
決
し
て
厳
辮
な
意
味
で
の
へ
し
’
一
ス
ム
ス
そ
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
之
に
妓

も
對
立
的
な
思
潮
と
一
般
に
老
へ
ら
れ
て
ゐ
る
へ
プ
ラ
イ
ス
ム
ス
の
流
老
汲
ん
だ
、
云
は
贋
へ
し
｝
一
ス
ム
ス
の
一
鍵
態
で
あ

る
と
彼
は
論
断
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
様
な
論
断
は
一
見
蕗
だ
大
鵬
に
過
ぎ
る
の
朧
な
き
発
得
な
い
。
併
し
乍
ら
若
し
垂
堤
が
彼
の
希
臘
、
雫
義
的
言
論

に
少
し
く
注
意
を
挑
ふ
な
ら
ば
そ
れ
が
決
し
て
過
言
で
な
く
、
少
く
と
も
彼
が
躍
な
ろ
へ
し
｜
ヌ
チ
ッ
ク
な
一
切
辛
以
て
足

れ
り
と
せ
ず
、
そ
こ
に
何
檸
か
の
意
味
で
ヘ
プ
ラ
イ
的
要
素
の
附
加
せ
ら
れ
る
と
と
彫
、
心
の
愁
求
と
し
て
有
っ
て
ゐ
た
こ

と
に
氣
付
く
で
あ
ら
う
。
例
へ
ぱ
「
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
は
猫
太
人
で
あ
る
と
共
に
希
臘
人
で
あ
る
。
或
は
、
む
し
ろ
、
，
そ
の
二

近
世
猫
逵
猫
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
二
五

I

－



｜
＝

F
－
－

沌即樹

迄。型

Ｉ負揖

且心雷

圏心ｅ

Ｐ勾只Ｕ

Ｑ饗Ｆ１

Ⅸ罐樫件

１Ｆ圏盟

Ｊ龍睾

一一畳

幻謹塞

勧量刈

龍棒廻

刷廼廻

《難恐

斗豪Ｐ

代く９○

ャ篝絲畏

く舗鄙、㈹

小判Ⅱ綱

訟、ノ逆填言

癌窪斗蝉知 や詩南帯窯 〃ヘへい

１０囚幻 刈於幻負。穏

当ｆ愚器や擶

摂くＰ紫侭器

蕊斜』侭蝉圭一

銅維圏誕詞ｇ

二報翠やＱ机雪二

對曼糾Ⅳ』蒋

絲且己詐

鄙霊”室〕

ｅ鮒型輯 。畠灯旦

6
｡
●
●
●
Q
■
■
●
a

■
e
｡
●
b
G

恩・津逼塞心伽呉

遥

坐》峠》謹鶴

今轌
夘

蹄・》郵廻》》》

韻
逆

融鐸叫恥叫率

○
パ恒

心患峠Ｊ縛縛・

》叫誰》》梱

心
得
や
畠
“堂昌一‐。里ｒ舟

唄旦出，渠拒〃Ｐ 蝉く且〉諭 輌娼淵瓜匝望

靭や

昭９雑湾窺〆零

ね
鑓一

》勺に一一惟予９ Ｆ
。

“罎輕津批〃ｕ『 や
異／Ｌ↑１鱒終蝉Ｓ

伽Ｊ（ｓや抽一岬鑪 Ｐ

辱卦螺窯畔隼

旬疫軽↑

９〕 夕ＫＳ歓雪黛得雪

縛可難鴇糯。Ｐ檮

廻（ＲＩｇＱく叩蝉緒恥

ｒ

Ｊ＠ＫｏＪ

浬Ｓ、Ａ心一裟心。“寵

鍵瑞掛》》確認》》》

ら淵印昼号“ｅ乍今挫

曄準他》》罪》押諦鋤 ．逆＆埋・，頃易釦型

枠嘩鯉権粍奉擢紳鎚坪

牢鮮Ｊ・岬一率錐蜘雫

嘩函撫轌酎垂辨州



◇

る
彼
哩
あ
ら
ゆ
る
具
象
的
な
ろ
も
の
即
ち
造
形
美
術
に
封
す
。
雄
怒
を
許
す
》
）
と
・
か
山
木
な
か
っ
た
か
ら
で
め
ら
フ
。

私
は
こ
れ
ま
で
モ
ー
ゼ
が
藝
術
を
敵
覗
し
つ
Ｌ
，
而
も
彼
自
身
偉
大
な
る
藝
術
家
で
あ
り
、
眞
の
藝
術
家
糒
岬
を
有
っ
て

ゐ
た
と
ル
ー
を
理
解
し
な
か
っ
た
。
只
こ
の
藝
術
家
精
祁
が
彼
の
場
合
に
は
壌
及
人
の
場
合
と
同
様
大
い
な
る
も
の
、
壌
え
ざ

る
も
の
に
向
け
ら
れ
た
に
外
な
ら
な
か
っ
た
《
》
併
し
彼
は
挨
及
人
の
如
く
そ
の
藝
術
品
を
煉
瓦
や
花
崗
岩
で
作
っ
た
の
で
は

な
く
、
「
人
間
の
ピ
ラ
ミ
部
ド
」
ｅ
庁
口
豊
〕
ｇ
ご
国
日
目
①
己
を
建
て
「
人
間
の
オ
ペ
リ
ス
ク
」
（
旨
ｇ
四
号
ｇ
ｏ
胃
房
雨
冒
）
を

刻
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
鈴
弱
底
遊
牧
の
民
を
素
材
と
し
て
、
幾
百
年
の
職
に
も
堪
へ
得
る
偉
大
な
永
遠
、
聖
な
る
國
民
を
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
國
民
が
否
至
人
類
が
そ
の
懇
鑑
と
し
て
之
に
仕
へ
得
る
様
な
選
民
を
作
り
上
け
た
。
即
ち
彼
は
イ
ス
ラ
ヘ
ル

を
創
造
し
た
の
で
あ
る
！
」
③

ヘ
レ
’
一
ス
ム
ス
の
後
退
で
あ
る
。
そ
し
て
ヘ
ブ
｜
フ
イ
ス
ム
ス
の
再
顯
で
あ
る
。
政
治
的
活
動
の
自
由
の
爲
に
永
い
間
隠
蔽

さ
れ
、
抑
鵬
さ
れ
、
幾
分
は
歪
曲
さ
れ
さ
へ
も
し
て
來
た
若
き
日
の
猫
太
的
純
蜻
が
再
び
彼
の
魂
の
王
座
に
甦
っ
て
来
た
の

で
あ
る
。
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①
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．
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．
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以
上
五
男
は
ハ
イ
ネ
の
猫
太
思
想
を
中
心
と
し
て
、
ハ
イ
ネ
と
そ
の
時
代
の
猫
太
族
と
の
關
係
を
慨
槻
し
え
た
積
り
で
あ

る
が
、
之
を
蕊
す
る
に
ハ
イ
ネ
は
そ
の
胸
底
深
き
所
に
於
て
は
同
族
と
そ
の
文
化
に
鋼
す
る
開
心
及
ボ
龍
筏
淀
決
し
〒
忘
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
表
面
的
に
は
、
概
し
て
冷
淡
に
娠
舞
ひ
、
時
と
し
て
は
、
雛
更
に
そ
の
冷
淡
な
ろ
向
己
を
弧
調
し
さ

へ
し
た
様
で
あ
っ
た
。
即
ち
彼
は
、
モ
Ｉ
ゼ
ス
メ
ン
デ
ル
ス
ゞ
ソ
ー
ン
（
ご
○
ぬ
＄
ｚ
⑦
二
号
一
の
き
ぎ
）
以
來
柵
迦
猫
太
族
間
の
中

心
問
題
で
あ
つ
↑
一
猫
太
識
改
革
諏
動
に
對
し
て
も
、
特
に
穣
極
的
な
意
志
乃
至
行
動
の
表
示
浄
與
へ
す
、
從
つ
子
近
仙
猫
太
思

想
史
上
に
蕊
何
か
の
思
想
的
遥
葹
ぞ
附
加
し
た
と
云
ふ
わ
け
で
も
な
く
、
さ
り
と
て
又
彼
が
そ
の
柴
派
の
羊
要
部
分
牟
畢
け

て
之
に
消
我
し
た
自
由
主
義
諏
動
に
於
て
も
、
結
局
時
代
の
猫
太
族
解
放
の
爲
に
、
指
摘
し
得
る
程
の
著
し
い
政
治
的
効
果
を

謝
し
た
課
で
も
な
く
か
く
て
彼
の
外
部
的
活
動
の
一
切
は
、
必
し
も
特
に
猫
太
族
の
た
め
に
な
さ
れ
た
嫌
に
は
見
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
之
に
擦
っ
て
之
辛
棚
れ
ぱ
彼
が
．
ヘ
ル
ネ
や
マ
ル
ク
ス
（
丙
昌
冨
自
潔
）
と
共
に
猫
太
史
上
吸
觜
「
局
外
春
」

伝
匡
闇
ｇ
得
９
９
号
）
と
し
て
の
取
扱
び
を
受
け
て
来
た
こ
と
も
亦
全
く
榊
な
し
と
し
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
よ
り

嚴
正
な
る
評
慨
は
、
勿
論
、
今
少
し
内
面
的
な
解
剖
と
，
全
僻
的
な
槻
察
の
後
に
下
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
彼
が
内

面
的
に
は
全
く
凋
逸
猫
太
族
の
味
方
で
あ
り
、
思
想
的
に
哨
本
愛
的
に
は
猫
太
圭
義
の
遵
奉
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
明

め
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
願
は
れ
た
る
彼
の
外
部
的
濡
動
、
中
か
ら
も
垂
見
は
彼
の
猫
太
的
意
義
性
乃
至
は
猫
太
史
的
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寄
與
を
發
見
し
得
な
い
で
あ
ら
う
か
。

由
来
猫
太
族
の
永
き
苦
難
の
歴
史
は
、
一
締
の
大
い
な
る
悲
劇
た
る
を
失
は
な
い
。
近
古
獺
太
族
解
放
運
動
史
も
亦
畢
尭

近
祉
猫
太
族
迫
害
受
難
史
そ
の
も
の
で
あ
り
．
近
価
猫
太
族
特
殊
化
史
以
外
の
何
物
と
し
て
も
経
ら
な
か
っ
た
。
蓋
し
近
枇

凋
逸
猫
太
族
解
放
運
動
は
結
局
、
外
に
向
っ
て
は
、
只
基
督
敏
徒
の
迫
害
心
を
一
肘
刺
戦
す
べ
く
役
立
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
内

に
向
っ
て
灯
勺
只
反
欧
化
主
義
、
民
族
特
殊
化
に
一
段
と
拍
車
葬
加
ふ
ぺ
く
作
川
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
か
出
る
朧
史
的

事
儒
の
下
に
於
て
は
欧
羅
巴
枇
界
へ
の
妥
協
乃
至
讓
歩
に
依
る
一
切
の
解
放
運
動
は
、
要
す
る
に
無
意
味
で
あ
り
．
か
く
て

寧
ろ
欧
羅
巴
文
化
祉
界
に
先
づ
挑
戦
し
次
に
勝
利
す
る
こ
と
そ
の
も
の
こ
そ
、
向
後
の
猫
太
族
が
同
族
の
た
め
に
探
り
得
る

唯
一
の
そ
し
て
最
後
の
途
で
あ
る
こ
と
が
氣
付
か
れ
た
。
而
し
て
斯
の
如
き
新
た
る
同
胞
救
治
策
の
發
見
者
こ
そ
筏
に
外
な

ら
ぬ
わ
が
ハ
イ
ン
リ
部
上
・
ハ
イ
ネ
そ
の
人
で
あ
つ
っ
た
。
一
人
の
蔑
覗
さ
れ
た
ろ
凋
逸
猫
太
族
の
子
が
，
そ
の
血
統
に
も

拘
ら
ず
二
國
語
を
自
由
に
使
雛
す
る
文
學
者
た
り
得
、
十
九
枇
紀
前
半
期
蝿
逸
の
肢
も
秀
で
た
る
政
論
家
又
思
想
家
た
り
得

た
こ
と
そ
の
こ
と
に
依
っ
て
、
答
っ
て
ヌ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
思
想
の
枇
界
で
果
し
た
勝
利
の
大
業
を
今
一
度
文
塾
の
世
界

で
果
し
た
彼
。
恐
ら
く
彼
以
前
の
如
何
な
る
猫
太
族
も
經
験
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
比
類
な
き
文
學
的
榮
器
の
推
得
に
依
っ

て
、
今
や
猫
太
族
が
欧
羅
巴
諸
幽
民
に
比
肩
し
て
何
等
の
遜
色
な
く
、
否
、
進
ん
で
は
彼
等
を
遙
に
凌
燗
し
得
る
こ
と
の
塊

霞
的
事
例
を
提
供
し
、
延
い
て
は
祗
會
的
生
活
、
政
治
的
世
界
に
於
て
も
、
最
早
や
猫
太
族
に
砿
利
の
同
等
が
許
容
さ
る
ぺ

き
こ
と
の
當
然
性
を
枇
界
に
示
し
た
彼
で
あ
る
。
洵
に
ハ
イ
ネ
の
勝
利
は
猫
太
族
と
そ
の
文
化
の
勝
利
で
あ
り
、
猫
太
史
の

光
榮
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吾
掩
は
此
の
黙
に
於
て
彼
の
纈
著
に
し
て
且
つ
特
異
な
る
猫
太
史
地
位
券
認
め
た
く
恩
ふ
。
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